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は じ め に 

 
 水と緑と大地の豊かな自然環境に恵まれた小山市は、古くから魅力的で多様な文化を育ん

で参りました。地理的に北関東の中央に位置し、歴史的にも興味深い推移を辿って参りまし

た。自然・歴史・文化の調和した街づくりを推進し、平成１７年には人口１６万人を突破し、

県内第二位の都市として発展を遂げております。 

 さて、近年、かけがえのない歴史や文化が急速に失われていく一方で、これらに対する市

民の関心は一層高まっております。本市は古代より栄え、史跡や埋蔵文化財など貴重な文化

財を多数有しており、これらを将来へ確実に伝え、また活用していく必要があります。その

ため、市民の地域文化と自然に対する関心を高め、市民と行政が一体となって貴重な文化財

を保護すると共に、市民の郷土愛を醸成していくことが、社会的・時代的に要請されている

ものと考えられます。 

 ここに、平成１９年度に実施した文化財の保護・調査の活動をまとめました。これらの活

動は、文化財の所有者・管理者各位はもとより、地域の皆様や関係各位のご指導・ご協力に

支えられながら行っているものであります。 

本年報を作成するにあたり、これらの皆様に、心より感謝申し上げます。 

 

 

平成２３年３月 

                   小山市教育委員会 

                      教育長 清 水  悟 
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Ⅰ 文化財保護・保存事業 

１．文化財の指定 

 小山市内に所在する文化財のうち、市にとって特に重要なものを市指定文化財とし、その保護

と保存を図っている。本年度は、文化財保護審議会において、４件の指定答申と２件の指定解除

答申を受けた。 

（１）小山市文化財保護審議会 

   平成 19・20 年度委員名簿  

  

北口　英雄 小杉放庵記念日光美術館顧問
半田　勝久 栃木県立上三川高等学校校長 会長
岡田　義治 宇都宮日建工科専門学校校長 副会長
河東　義之 千葉工業大学教授
磯島　康 古文書 元・小山中学校校長
鍛代　敏雄 歴史資料 國學院大學栃木短期大学教授
酒寄　雅志 考古資料 國學院大學栃木短期大学教授
松浦　宥一郎 史跡 東京国立博物館文化財部研究員（非常勤）
小川　聖 無形文化財 小山市立博物館主任
山中　清次 民俗文化財 栃木県立小山南高等学校教務主任
江連　祐司 名勝 小山市立羽川西小学校教頭

神山　忠士 天然記念物 元・栃木県緑化推進委員会グリーアドバイザー

美術工芸品

建造物

 

【平成 19 年度第１回文化財保護審議会】 

   実 施 日：平成 19 年６月 19 日（火） 

   場  所：小山市中央市民会館 

   出席委員：11 名 

委嘱状交付 

    審議事項：①摩利支天社について･･････継続審議 

②胸形神社のエノキの指定解除について･･････指定解除 

          経過：平成 17 年 11 月以降、樹勢が衰えていたエノキは回復対策を講じていたが、19 

年 5 月、樹木医は枯死と診断。指定解除後の 6月 23 日に伐採された。 

③小山評定リニューアルについて･･････了承 

         ④勢至菩薩立像について･･････継続審議 

         ⑤岸家について･･････継続審議  

報告事項：平成 19 年度事業概要について、ほか４件 

【平成 19 年度第２回文化財保護審議会】 

実 施 日：平成 19 年 11 月 20 日（火） 

  場  所：小山市立博物館 

  出席委員：10 名 

   審議事項：①松浦家のカキの指定解除について･･････指定解除 

         経過：平成 19 年９月の台風により幹から折れ、樹勢の回復が見込めない状態に陥る。 

      ②摩利支天社について･･････指定答申 

③神鳥谷曲輪跡について･･････指定答申 

④岸家について･･････指定答申 

⑤勢至菩薩立像について･･････指定答申 



報告事項：①絹中クリーン作戦について、ほか４件 

  その他 ：下都賀地区文化財保護審議会連絡協議会第２回研修会について 

【平成 19 年度第３回文化財保護審議会】 

  実 施 日：平成 20 年３月 17 日（月） 

  場  所：小山市立博物館 

  出席委員：９名 

   審議事項：①中久喜城跡の説明板について･･････継続審議 

        ②梵鐘（持宝寺）の説明板について･･････了承 

   報告事項：樹木調査について、ほか４件 

   その他 ：行在所の調査について、ほか２件 

【下都賀地区文化財保護審議会連絡協議会】  

   下都賀地区内の各市町文化財保護審議会が相互の連絡調整を図るため組織されたものであ

る。年２回の研修会を実施している。 

事務担当者会議 

   実施日 / 会場：平成 19 年４月 24 日（火） / 小山市中央市民会館 

   議 題    ：①平成 19 年度役員について 

           ②総会及び第 1回研修会について 

  役員会・総会・第 1回研修会  

   実施日 / 会場：平成 19 年６月１日（金） / 小山市中央市民会館 

   研修会      :栃木県立博物館特別企画展「慈覚大師円仁とその名宝」視察 

  第２回研修会 

   実施日 / 会場：平成 19 年 11 月 19 日（月） / 日光市（旧足尾町） 

          松沢村跡・古河掛水倶楽部視察  

（２）新たに市が指定した文化財 

  ①摩利支天社本殿 一棟 

   指定日 ：平成 19 年 12 月 28 日 

指定番号：第 109 号 

種  別：有形文化財（建造物） 

   所有者 ：台林寺 

所在地 ：飯塚 362 

   特 徴 ：一間社流れ造り、向拝付、杮板葺き 

総じて、社寺建築の本格的な木割りを見せ彫刻も江戸中期の手法を感じさせる

もので文化財に値する要素を備えている。（所見抜粋） 

  ②岸家住宅 主屋・離れ・長屋門三棟 

指定日 ：平成 19 年 12 月 28 日 

指定番号：第 110 号 

種  別：有形文化財（建造物） 

   所有者 ：岸 嘉彦 

所在地 ：下国府塚 710 



   特 徴 ：「改修されているものの、創建当時の姿を良く留めている江戸時代の貴重な建造

物である。また、代官の住宅を併設するなど、当時の領主との関係を知ること

ができ、当時の歴史を知る上でも重要である。」（所見抜粋） 

  ③銅像勢至菩薩立像 一躯 

指定日 ：平成 19 年 12 月 28 日 

指定番号：第 111 号 

種  別：有形文化財（彫刻） 

   所有者 ：新善光寺 

所在地 ：卒島 784 

   特 徴 ：善光寺式阿弥陀三尊蔵のうちの一躯 

像高 30.0cm 

        「13 世紀中頃から造作された善光寺 

式阿弥陀三尊像は、いくつかの系統 

に分かれて多様な展開を示したが共 

通する部分も多く、かなり定型化へ 

の整理が行われた。」「これらの作例は、基本的には印相以外に着衣形式のう

ち正面の衣褶表現に共通点が多く、宝冠や顔貌表現はかなり自由に型を変えて

おり、時代が下がるにしたがって形式化や単純化が進み、型崩れがあらわれる。

新善光寺の勢至菩薩像も顔貌や宝冠・頭髪は細かく表現されているが、背面は

かなり形式化した造作である。」（所見抜粋） 

  ④神鳥谷曲輪跡 

指定日 ：平成 19 年 12 月 28 日 

指定番号：第 112 号 

種  別：記念物（史跡） 

   所有者 ：広沢観光株式会社 

所在地 ：神鳥谷 1101-1 ほか３筆 

   特 徴 ：公簿面積 3,407 ㎡ 

     「神鳥谷曲輪は、烟田重幹軍注状案 

（『烟田文書』）に“義政屋敷西木戸口合戦”とみえる義政屋敷、あるいは前述

の宿城であった可能性が高まった」「小山氏関連の館跡として、その造営および

館の変遷はもとより、小山氏の歴史を解明する上で極めて貴重な遺跡として、

小山市の指定文化財（史跡）に相応しい」（所見抜粋） 

（３）登録有形文化財 

 平成 18 年 11 月８日付で文化財登録原簿への登録手続きを行っていた下記の建造物 10 件は、平

成19年７月31日に原簿に登録され、同年８月13日の文部科学省告示第117号で官報告示された。 

市内初の登録有形文化財建造物となる。 

 また、西堀酒造の４件の建造物について、平成 19 年 11 月 19 日付で文化財登録原簿への登録手

続きを行った。 

 【登録有形文化財建造物となった建物】 



  ①小山市文書館庁舎 木造平屋建、鉄板葺、建築面積 95 ㎡ 八幡町 2－4－24 

  ②小山市文書館石蔵 石造二階建、瓦葺、建築面積 20 ㎡ 八幡町 2-4-24 

  ③若駒酒造主屋 木造二階建、瓦葺、建築面積 333 ㎡、煙突付 小薬 169-1 

  ④若駒酒造精米所 木造二階建、瓦葺、建築面積 209 ㎡ 小薬 169-1 

  ⑤若駒酒造瓶詰場 木造二階建、瓦葺、建築面積 268 ㎡ 小薬 169-1  

  ⑥小川家住宅主屋 木造二階一部平屋建、瓦葺、建築面積 195 ㎡ 乙女 3-10-34 

  ⑦小川家住宅土蔵 土蔵造二階建、瓦葺、建築面積 41 ㎡ 乙女 3-10-34 

  ⑧小川家住宅米蔵 土蔵造平屋一部二階建、瓦葺、建築面積 198 ㎡ 乙女 3-10-34 

  ⑨小川家住宅肥料蔵 土蔵造二階一部平屋建、瓦葺、建築面積 111 ㎡ 乙女 3-10-34 

  ⑩小川家住宅表門 石造、瓦葺、間口 7.3ｍ、袖塀付 乙女 3-10-34 

 【登録有形文化財建造物の手続きを行った建物】 

  ①西堀酒造仕込蔵 木造平屋建、瓦葺、建築面積 238 ㎡ 粟宮 1452 

  ②西堀酒造瓶詰場 木造二階建、瓦葺、建築面積 221 ㎡ 粟宮 1452 

  ③西堀酒造長屋門 木造平屋建、瓦葺、建築面積 41 ㎡ 粟宮 1452 

  ④西堀酒造煙突 レンガ造、高さ 14.4ｍ 粟宮 1452 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．文化財の公有化 

 （１）神鳥谷曲輪跡 

   平成 19 年 12 月 28 日に市指定記念物（史跡）となった区域のうち、一部を除いて公有化を

実施した。 

   所在地：神鳥谷 1101-1・1102-1・1103-1・1104-1 

   面 積：（実測）3,141.1 ㎡ 

（２）小山氏城跡 鷲城跡 祇園城跡 中久喜城跡 

   国史跡である小山氏城跡３城のうち、祇園城跡（小山御殿広場地区）の民有地について、 

国庫補助事業で公有化を実施した。 

   所在地：中央町 1-2308-3 

   面 積：（実測）950.87 ㎡ 

  

３．史跡整備 

 （１）小山市国史跡祇園城跡整備委員会 

小山市文書館 若駒酒造 



   祇園城跡の保存整備基本計画を検討するため、第７回小山市国史跡祇園城跡整備委員会を

開催した。 

   実施日 ：平成 19 年８月 21 日（火） 

場 所 ：小山市役所大会議室北 

   出席委員：11 名 

   議 題 ：①保存整備基本計画案の検討 

        ②小山御殿復元と史料調査報告 

 （２）史跡整備に伴う祇園城跡確認調査（埋蔵文化財調査事業参照） 

４．指定文化財管理 

 （１）小山市指定文化財管理・修理・伝承事業補助金 

   小山市文化財保護条例（管理又は修理の補助）第 11 条に基づき、申請のあった 16 件につ

いてその費用の一部を補助した。 

対象文化財 交付団体等 対象文化財 交付団体等

日向野家住宅 所有者 安房神社のモミ群落 安房神社
日光街道西一里塚 （株）小山カントリー倶楽部 安房神社太々神楽 安房神社
小山ゴルフ場内古墳群 （株）小山カントリー倶楽部 アワガラ神輿の習俗 安房神社
白鳥八幡宮古式祭礼 白鳥八幡宮古式祭礼保存会 篠塚稲荷神社神楽 篠塚稲荷神社
大川島神社本殿 篠塚稲荷神社古墳 篠塚稲荷神社
大川島神社鳥居 大川島神社 篠塚初午祭 篠塚稲荷神社
朝鮮来朝図絵馬 篠塚稲荷神社本殿 篠塚稲荷神社
田間血方神社神楽 血方神社神楽保存会 下生井の道標 下生井自治会
鷲神社参道のスギ並木と
シラカシ2本

鷲神社 花桶かつぎ 胸形神社
 

 （２）その他 

  ①（財）重要無形文化財結城紬技術保存会 

   平成 19 年度第 1回理事会  平成 19 年５月 29 日（火）、於）結城市民会館 

   平成 19 年度第２回理事会  平成 20 年２月 25 日（月）、於）結城市民文化センター 

  ②栃木県史跡整備市町村協議会 

   役員市町村担当課長会議  平成 19 年５月 22 日（火）、於）宇都宮市役所 

   栃木県史跡整備市町村協議会平成 19 年度総会  平成 19 年 7 月 9 日、於）栃木県立しも

つけ風土記の丘資料館 

   役員市町村担当課長会議  平成 19 年９月 21 日（金） 於）宇都宮市役所 

  ③全史協関東地区協議会総会・研修会  平成 19 年 8 月 10 日（金）、於）神奈川県箱根町 

  ④関東甲信越静地区埋蔵文化財担当職員共同研修協議会  平成 19 年 11 月 28・29 日、    

於）静岡県磐田市勤労者総合福祉センター、研修「国分寺史跡整備と活用について」 

  

Ⅱ 文化財活用事業 

１．小川家住宅整備事業 

  かつて、乙女河岸において肥料問屋を営んでいた「小川家住宅」は、往時の河岸の様子をう

かがい知る数少ない建物であり、国の登録有形文化財にも登録された貴重な文化財である。 

  小山市は「間々田駅周辺都市再生整備計画」にあわせ、文化財としての価値を尊重しながら、

地域の歴史・文化・自然環境などの特性を活かした地域主導の個性あるまちづくりを実施する

ため、小川家住宅の整備事業に着手した。整備計画の検討にあたっては、地域の要望を反映さ



せるため、学識経験者に加えて地域を代表する方々で構成された「小川家住宅整備活用検討委 

員会」を設置した。 

 

     

野村　廣元 間々田地区選出市議会議員
小林　敬治 間々田地区選出市議会議員
荒川　美代子 間々田地区選出市議会議員
田村　治男 教育経済常任委員会委員長
大出　ハマ 教育経済常任委員会委員長（後任）
田口　頼行 住みよい間々田推進協議会会長（自治連間々田支部長）
山崎　祐夫 間々田商工会会長 委員長
谷　富美子 間々田公民館運営審議員
新井　文枝 間々田公民館利用団体代表
岡崎　和代 間々田公民館利用団体代表
半田　勝久 文化財保護審議会委員（美術工芸品担当） 副委員長
北口　英雄 文化財保護審議会委員（美術工芸品担当）

岡田　義治 文化財保護審議会委員（建造物担当）  

     【第１回小川家住宅整備活用検討委員会】 

実 施 日：平成 19 年９月 19 日（火） 

            場  所：間々田公民館 

            出席委員：12 名 

委嘱状交付 

              議  題：①事業概要について 

②小川家住宅視察 

【第２回小川家住宅整備活用検討委員会】 

実 施 日：平成 19 年９月 19 日（火） 

               場  所：栃木市教育委員会 

               出席委員：６名 

              議  題：①とちぎ蔵のまち美術館視察 

②展示基本計画案の検討 

【第３回小川家住宅整備活用検討委員会】 

実 施 日：平成 19 年 12 月 19 日（水） 

               場  所：小山市中央公民館 

               出席委員：11 名 

              議  題：展示基本計画案の検討 

【第４回小川家住宅整備活用検討委員会】 

実 施 日：平成 20 年１月 30 日（水） 

               場  所：間々田商工会館 

               出席委員：10 名 

              議  題：①展示基本計画案の検討と承認 

 

Ⅲ 文化財調査事業 

１．埋蔵文化財調査概要 

 平成 19 年度に実施した埋蔵文化財の調査は、次のとおりである。小山市では、平成 10 年度



から、一定の条件を満たす場合は試掘確認調査の費用の一部に国庫補助（市内遺跡調査事業費）

を導入している。 

本調査
番号 遺跡名 所在地 調査原因 実施月日 対象面積 調査結果

1 神鳥谷遺跡 神鳥谷1101-1ほか 倉庫建設 5.7～9.28 4,144㎡ 道路・井戸・掘立柱建物ほか

2 祗園城跡 若木町1-1344-1ほ 住宅建設 5.9～H20.6.7 643 堀・土坑

3 下犬塚遺跡 大字犬塚991ほか 区画整理 6.7～3.17 4,290 竪穴住居・土塁・溝・土坑

4 祗園城跡 城山町・本郷町 史跡整備 11.13～2.20 200 堀・石敷・掘立柱建物ほか

5 外城遺跡 小山市外城251 研修施設建設 3.3～3.26 14,946 方形竪穴、井戸、溝、土坑ほか

試掘・確認調査
番号 遺跡名 所在地 調査原因 実施月日 対象面積 調査結果

6 外城遺跡 神鳥谷1-122-13･14 宅地造成 4.17 1,847.77 遺構・遺物なし
7 祗園城跡 本郷町2-1782-3 個人住宅建設 4.6 356.32 遺構・遺物なし
8 五料遺跡 間々田777-25 土地売買調査 4.9 2,773 遺構・遺物なし
9 八幡根東遺跡 中久喜1519-9 宅地造成 5.28 535 遺構・遺物なし
10 寺野東遺跡 梁2275-1 道路進入口 5.29 60.00 遺構・遺物なし
11 粟宮宮内遺跡 粟宮1337-3 個人住宅建設 5.31 892 遺構・遺物なし
12 雨ヶ谷宮遺跡 雨ヶ谷803他４筆 宅地造成 6.2 5,686 遺構・遺物なし
13 神鳥谷遺跡 西城南6-2-1 個人住宅建設 6.26 241.1 遺構・遺物なし
14 粟宮宮内東遺跡 粟宮1-106-13他7筆 宅地造成 6.8 2,602.70 遺構・遺物なし
15 寺野東遺跡 梁2158番2他22筆 工業用造成 7.3～8.8 17,820 竪穴住居・溝跡・土坑ほか
16 小金井道東A遺
跡

鉢形909-1 駐車場建設 7.5～7.6 6,147.58 遺構・遺物なし

17 間々田八幡前
遺跡

間々田1683-13 個人住宅建設 7.24 236.13 遺構・遺物なし

18 六軒遺跡 東野田658－1 無線基地局建 7.25 81 遺構・遺物なし
19 町谷遺跡 乙女1173-74 無線基地局建 8.1 278.92 遺構・遺物なし
20 寒沢遺跡 乙女1038-1 無線基地局建 8.2 2,314 遺構・遺物なし
21 亀田遺跡 乙女1346-16 携帯電話基地 8.27 150 遺構・遺物なし
22 往還北遺跡 犬塚3-2-12他１筆 宅地造成 9.1 275.12 遺構・遺物なし
23 稲葉郷遺跡 城北6‐8-5 個人住宅建設 9.14 262.6 遺構・遺物なし
24 間々田八幡前
遺跡

間々田1533-2 個人住宅建設 9.18 347 遺構・遺物なし

25 往還南遺跡 犬塚1－24－13 集合住宅建設 9.25 724.58 遺構・遺物なし
26 神鳥谷遺跡 神鳥谷1847-8他１ 宅地造成 9.5 331.84 遺構・遺物なし
27 治松遺跡 西黒田89 宅地造成 9.26～9.28 4,042.24 竪穴住居・溝ほか
28 外城中台遺跡 外城220-17他2筆 駐車場設置 11.7 1,293.79 土坑2基。盛土保存協議中
29 東谷遺跡 小山東部第一区画整

理地内106街区2画地
土地区画整理 11.8 339.26 遺構・遺物なし

30 粟宮宮内遺跡 粟宮1214－5 個人住宅建設 12.3 237.6 遺構・遺物なし
31 治松遺跡 西黒田84－1 宅地造成 10.23～10.24 1,800 遺構・遺物なし
32 鷹ノ巣前遺跡 鉢形1047番1、井出

1083-1他3筆
倉庫建設 12.18～12.21 8,296 遺構・遺物なし

33 日光道西遺跡 喜沢715-2・716-1 個人住宅建設 1.23 363 遺構・遺物なし
34 粟宮宮内遺跡 粟宮1460－1他2筆 個人住宅建設 1.24 330.58 溝１条。盛土保存の協議中
35 神鳥谷遺跡 西城南1-25-26 個人住宅建設 1.25 152.73 遺構・遺物なし
36 横倉西原遺跡 横倉新田5-10 集合住宅建設 1.28 1,983 遺構・遺物なし
37 粟宮宮内遺跡 粟宮1096-1他4筆 集合住宅建設 2.4～2.5 2,390 竪穴住居1軒。保存協定
38 間々田牧ノ内
遺跡

間々田2453-36他3
筆

宅地造成 2.18 734.42 遺構・遺物なし

39 乙女亀田遺跡 乙女1343-12･32 個人住宅建設 2.19 231.42 遺構・遺物なし
40 神鳥谷遺跡 神鳥谷1087-1他１ 範囲確認調査 2.19 200 掘立柱建物・土坑
41 稲葉郷遺跡 城北2-10-20 個人住宅建設 2.26 198 遺構・遺物なし
42 粟宮宮内北遺跡 粟宮1955-3 無線基地局建 2.28 200 遺構・遺物なし
43 稲葉郷遺跡 城北5-2-23 個人住宅建設 2.29 247.93 遺構・遺物なし
44 八ノ割遺跡 南和泉1076-1 無線基地局建 3.5 173.98 遺構・遺物なし
45 外城遺跡 小山市外城158-1 個人住宅建設 3.18 358.32 遺構・遺物なし
46 横倉遺跡 横倉777-1 携帯電話基地 3.19 358.32 遺構・遺物なし
47 外城遺跡 神鳥谷216-2･3 個人住宅建設 3.24 366 遺構・遺物なし
48 塚崎遺跡 塚崎778-2 無線基地局建 3.25 200 遺構・遺物なし
49 稲葉郷遺跡 駅東3-35-13他9筆 集合住宅建設 3.27 2,031.84 遺構・遺物なし
50 溜ノ台遺跡 犬塚54-3 工場建設 3.28 1,503.71 遺構・遺物なし  



工事立ち会い等
番号遺跡名 所在地 調査原因 実施年月日 対象面積 調査結果

51 寺野東遺跡 小山市梁2075-4 架橋工事 12.21 62 工事立ち会い。遺構・遺物なし
52 町谷遺跡 乙女1186-2･32･47 宅地造成 5.28 752 慎重工事
53 亀田遺跡 乙女1-136-27･30 宅地造成 5.8 435 慎重工事
54 稲葉郷遺跡 城北5-10-21 個人住宅建設 6.4 232 慎重工事
55 亀田遺跡 乙女1-136-18 個人住宅建設 6.5 193 慎重工事
56 横倉宮ノ内西
遺跡

横倉450他4筆 集合住宅建設 6.6 2,518.08 慎重工事

57 八幡根東遺跡 中久喜1524-1他5筆 倉庫建設 9.27～9.28 6,313 慎重工事
58 粟宮宮内遺跡 粟宮1070-1他１筆 集合住宅建設 10.2 993 慎重工事
59 亀田遺跡 乙女1-136-12他2筆 個人住宅建設 10.3 290.58 慎重工事
60 東谷遺跡 雨ヶ谷新田71-5他

１筆
店舗建設 10.10～10.11 2,925 慎重工事

61 乙女亀田遺跡 乙女1－136-32 個人住宅建設 10.22 191 慎重工事
62 間々田牧ノ内
遺跡

間々田2454－156 個人住宅建設 10.24～10.25 1,547 慎重工事

63 外城遺跡 神鳥谷673-6 個人住宅建設 2.27 198 慎重工事
64 粟宮宮内遺跡 粟宮1416-1･3 宅地造成 3.6 320 慎重工事  

 

２．埋蔵文化財本調査結果 

(１)神鳥谷遺跡 

①所在地：神鳥谷 1101-1、1102-1、1103、1104-1 

②調査担当者：秋山隆雄 

③19 年度調査面積／調査予定面積：4,144 ㎡／4,144 ㎡ 

調査の概要： 神鳥谷遺跡は、ＪＲ宇都宮線小山駅の南方約１ｋｍ、思川左岸の台地上に位置

する。発掘調査は今回を含め 11 次にわたり実施されているが、本調査区では、道

路のほか掘立柱建物、井戸、溝、土壙、ピット等が確認された。 

北西―南東方向にのびる道路跡は、延長 50ｍほどを調査した。路面の幅は約４

ｍをはかり、両側の側溝を含めた幅員は約６ｍである。路盤の状況から２時期の

変遷があったと考えられ、側溝も数次の改修が行われている。遺構内から出土す

るカワラケなどから考えて、13世紀後半ころに使われなくなった道路と考えられ、

道路の廃絶後、14 世紀末から 15 世紀初めころまでの遺構が大半を占めている。 

掘立柱建物の桁行はほぼ南北に向けられ、柱穴は道路跡を壊して掘り込まれて

いる。５棟以上の掘立柱建物が確認できる。 

井戸は 20 基確認され、一部は道路跡を壊して掘り込まれている。注目される井

戸は、調査区中央で確認された第 14 号井戸である。直径約 4.2ｍをはかり、中央

部に一辺１ｍほどの方形に組んだ井戸枠が確認されている。カワラケや青磁片、

漆塗りの椀や大量の炭化材が出土している。他の井戸からも、箸や下駄、曲物、

将棋の駒などの木製品が検出された。 

 (２)祇園城跡 

①所在地：若木町 1-1344-1・11 

②調査担当者：秋山隆雄 

③19 年度調査面積／調査予定面積：643 ㎡／643 ㎡ 

調査の概要： 祇園城跡は思川左岸の台地上に位置する。 

調査では、堀２条とピットなどが確認されている。２条の堀は西から北にＬ字



に曲がるものと、これに東側から接続するものである。 

(３)下犬塚遺跡 

①所在地：犬塚 991、1144 

②調査担当者：栗原 淳 

③19 年度調査面積／調査予定面積：4,290 ㎡／4,290 ㎡ 

調査の概要： 下犬塚遺跡は西仁連川西岸の台地上に位置している。調査では、古墳時代前期

の竪穴住居５軒と溝１条、奈良時代の竪穴住居 12 軒と溝２条・土坑４基、中世の

土塁１基を確認した。 

        古墳時代の竪穴住居のうち１軒は、十王台式の甕を伴い、炉底には粘土を貼っ

ている。また、断面Ｖ字状の溝は、昭和 60 年の調査で確認されている環濠と関連

するかと思われる。 

奈良時代の竪穴住居からは赤色塗彩（赤漆？）の臼玉が検出されており、結束

時の状態を保つものも認められた。なお、土壌分析の結果、土塁は浅間Ｂテフラ

（As-B, 1108 年）の降下後に築かれていることが判明している。 

(４)祇園城跡 

①所在地：小山市城山町・本郷町 

②調査担当者：秋山隆雄 

③19 年度調査面積／調査予定面積：200 ㎡／200 ㎡ 

調査の概要： 史跡整備に伴う調査であり、堀、石敷遺構、土塁、掘立柱建物が確認された。      

石敷遺構や掘立柱建物は本丸跡と考えられる箇所の調査で確認した。また、現

存する東西堀を挟む北側の曲輪からは、昭和 30 年頃に公園の造成に伴って埋め

られた堀が確認されている。なお、埋没する堀の南側に高まりが残るが、版築

状に積まれた土砂が確認でき、物見台の可能性を指摘できた。 

 (５)外城遺跡 

①所在地：外城 251 

②調査担当者：鈴木一男 

③19 年度調査面積／調査予定面積：14,946 ㎡／14,946 ㎡ 

調査の概要： 思川左岸の台地上に位置する。 

今回を含め調査は 11 次にわたって実施されているが、本調査区からは中世の方

形竪穴、井戸、溝、土坑等が確認されている。 

なお、調査は来年度も継続して行う予定である。 

３．天然記念物樹木調査 

 樹木は、急激な環境の変化により生態が影響された、また自身で変異をきたす場合が予想さ

れる。しかし、所有者等がこうした変化の予兆を察知することは難しく、専門家による定期的

な調査を必要とする。小山市では、文化財保護審議会の名勝・天然記念物担当委員により年１

回程度の現況調査を実施している。 

 実施日：平成 19 年 12 月 11 日（日） 

 調査者：文化財保護審議会神山忠士委員・江連祐司委員 

 対 象：日枝神社エノキ、小宅八幡宮のカヤ、国府神社のケヤキ、円満寺のケヤキ、田中家



のツゲ、福地家のケヤキ、間々田八幡宮のコナラとスギ、鷲神社参道のスギ並木と

境内のシラカシ、愛宕神社のケヤキ、公孫樹、天翁院のコウヤマキ 

 結 果：田中家のツゲに樹勢の衰えが認められた 

 

４．旧小野塚家歴史・産業遺産検討委員会の運営 

  平成 16 年１月に故小野塚イツ子氏から小山市に寄贈された自宅建物について、「故小野塚イ

ツ子氏遺言贈与財産有効活用等委員会」からの依頼に基づき、小山市教育委員内に「旧小野塚

家歴史・産業遺産検討委員会」を設置した。委員会では、自宅建物の歴史・産業遺産の意義に

関すること、建物の復原等に関することなどを専門的な観点から検討し、答申するものである。 

     

旧小野塚家歴史・産業遺産検討委員会委員
氏　　名 役職等 備考

半田　勝久 小山市文化財保護審議会会長 委員長
高橋　純一 国立小山工業専門学校建築学科教授 委員長職務代理
岡田　義治 社団法人栃木県建築士会会長
小西　敏正 宇都宮大学工学部建設学科建築学教授
米山　勇 江戸東京博物館都市歴史研究室助教授

大嶽　浩良 元栃木県近代化遺産調査員  

【第１回旧小野塚家歴史・産業遺産検討委員会】 

実 施 日：平成 19 年１月 29 日（月） 

    議 題：①委員会の目的 

②既存調査結果報告 

【第２回旧小野塚家歴史・産業遺産検討委員会】 

実 施 日：平成 19 年３月 27 日（火） 

    議 題：文献資料調査報告１ 

【旧小野塚家歴史・産業遺産検討委員会第１回作業部会】 

実 施 日：平成 19 年４月 23 日（月） 

    議 題：調査内容の確認 

【第３回旧小野塚家歴史・産業遺産検討委員会】 

実 施 日：平成 19 年５月 11 日（金） 

    議 題：小山市周辺の歴史産業遺産視察（宇都宮市） 

【小野塚家歴史・産業遺産検討委員会第２回作業部会】 

実 施 日：平成 19 年７月 17 日（月） 

    議 題：①答申書目次構成案 

②答申書とりまとめの考え方 

【小野塚家歴史・産業遺産検討委員会第３回作業部会】 

実 施 日：平成 19 年７月 20 日（金） 

    議 題：①答申書目次構成案 

②答申書とりまとめの考え方 

【第４回旧小野塚家歴史・産業遺産検討委員会】 

実 施 日：平成 19 年７月 24 日（火） 

    議 題：①文献資料調査報告２ 



②参考人陳述 

③答申書目次構成案 

④答申書とりまとめの考え方 

【小野塚家歴史・産業遺産検討委員会第４回作業部会】 

実 施 日：平成 19 年９月 20 日（木） 

    議 題：答申書とりまとめ１ 

【小野塚家歴史・産業遺産検討委員会第５回作業部会】 

実 施 日：平成 19 年 10 月３日（月） 

    議 題：答申書とりまとめ２ 

【第５回旧小野塚家歴史・産業遺産検討委員会】 

実 施 日：平成 19 年 10 月 16 日（火） 

    議 題：答申書とりまとめ 

【答申書提出】 

実 施 日：平成 19 年 10 月 29 日（月） 

   答申書 ：「旧小野塚家歴史・産業遺産検討委員会答申書」旧小野塚家歴史・産業遺産検討

委員会 平成 19 年 

 

Ⅳ 文化財保護思想の普及・啓発事業 

１．学校教育との連携 

小中学校の授業への協力 

実 施 月 日 学 校 名 学年 内  容 会  場 

 ５月１４日 梁小学校 ６年 歴史学習 梁小学校 

６月 28～29 日 大谷中学校 ２年 職場体験 神鳥谷遺跡 

 ８月 ３日 城南小学校 職員 職員研修 寺野東遺跡 

 ９月１９日 乙女中学校 １年 総合学習 寺野東遺跡 

 ９月２６日 萱橋小学校 ６年 歴史学習 寺野東遺跡 

９月２７日 大谷南小学校 ６年 歴史学習 大谷南小学校 

11 月 15～16 日 小山第三中学校 ２年 職場体験 祇園城跡 

 

２．社会教育との連携 

  （１）文化財防火訓練 

    昭和 21 年 1 月 26 日に法隆寺金堂壁が焼損したのを契機として、火災や震災などの災害

から貴重な文化財を守り、広く国民一般の文化財愛護思想の高揚を図ることを目的に、文

化庁と消防庁では 1月 26 日を「文化財防火デー」と定めた。この日を中心に、全国各地で

文化財の防災運動が実施されている。 

小山市でも毎年、指定文化財が所在する地域や関係機関の方々にご協力をいただき、防

火訓練を実施している。平成 19 年度は、市内神鳥谷の光明寺（指定物件：聖観世音坐像・

宝篋印塔）において実施した。 

    実施日：平成 20 年１月 26 日（土） 



    主 催：小山市教育委員会・小山市消防本部 

    協 力：小山市消防団第４分団・自治会・光明寺  

    内 容：初期消防訓練・放水訓練・消火器取り扱い訓練 

    参加人数：50 名 

  （２）第４回寺野東遺跡縄文まつり 

    第４回となる寺野東遺跡縄文まつりは、縄文文化の水準の高さを実証した国史跡「寺野

東遺跡」をより多くの方々に理解していただくと共に、地域住民の交流を図る目的で、地

元主導のもと毎年開催している。本年度は約 1,200 名の来場者でにぎわった。 

   組 織：「寺野東遺跡縄文まつり実行委員会」 

会長・野沢正義（絹振興協議会会長）、委員 23 名 

       第 1 回寺野東遺跡縄文まつり実行委員会 平成 19 年 7 月 10 日（火） 

      第２回寺野東遺跡縄文まつり実行委員会 平成 19 年８月 28 日（火） 

第３回寺野東遺跡縄文まつり実行委員会 平成 19 年９月 18 日（火） 

第４回寺野東遺跡縄文まつり実行委員会 平成 19 年 11 月 21 日（火） 

   実施日：平成 19 年 10 月６日（土） 

   主 催：小山市・寺野東遺跡縄文まつり実行委員会 

   場 所：おやま縄文まつりの広場 寺野東遺跡 

内 容：縄文体験（勾玉つくり・火起こし体験）、寺野東遺跡クイズラリー、各種団体ステ

ージ発表、小山ブランド販売、縄文シシ鍋など 

 

３．資料貸出しと刊行物 

（１）資料貸出し 

   ①出土遺物の貸出し 

    栃木県立博物館「巡回展 とちぎの遺跡」展へ･･････神鳥谷曲輪跡 

横浜市歴史博物館「鶴見合戦『太平記』にみる横浜」展へ･･････祇園城跡 

   ②写真の貸出し 

橋本澄朗・荒川善夫編「東国の中世遺跡」随想社･･････祇園城跡・神鳥谷曲輪跡・宮内

北遺跡・外城遺跡（貸出し） 

    「二宮町史 通史編Ⅰ」二宮町･･････飯塚古墳群（貸出し） 

    佐々木憲一「関東の後期古墳」六一書房･･････飯塚古墳群（転載） 

    江原英・初山孝行「日本の遺跡 23 寺野東遺跡」同成社･･････寺野東遺跡（転載）  

 （２）刊行物 

①小山市文化財保護調査年報１３（平成１８年度） 

 

    

 

 

 

 



Ⅴ 指定文化財一覧 

 

指定種別文化財件数内訳                平成２０年３月末日現在 
 

 国指定 県指定 市指定 合  計 

建造物   １       １１      １２

絵 画   ９        １     １０

彫 刻  １        ４        ５

工芸品 重要美術１   １        ４        ６

古文書 書跡１        ９      １０

考古資料   １      １７      １８

 有形文化財 

歴史資料        ７        ７

 無形文化財        １        １

有 形        ８        ８ 民俗文化財 

無 形 選択１      １２      １３

史 跡     ５  ３      １３      ２１ 記念物 

天 然 記 念 物      １４      １４

 

     合     計     ６ １８ １０１  １２５
    
国指定文化財 

 
 
番号 種 別 名      称 員数 指定年月日 

１ 記 念 物〔史 跡〕 琵 琶 塚 古 墳  １基 大15. 2.24 

２ 記 念 物〔史 跡〕 摩 利 支 天 塚 古 墳 １基 昭53. 7.21 
３ 記 念 物〔史 跡〕 乙女不動原瓦窯跡 

 
昭53. 5.11 

４
記 念 物 
〔史 跡〕 
 
   

小 山 氏 城 跡  
鷲 城 跡 
祇 園 城 跡 
中 久 喜 城 跡  

 
 

平3. 3.12 

５ 記 念 物〔史 跡〕 寺 野 東 遺 跡  平7.11. 8 

 

６ 重要美術品〔工芸品〕 蓬 莱 鏡 １面 昭24. 5.26 

 

県指定文化財 

番号 種   別 名      称 員数 指定年月日 

１有形文化財〔絵 画〕 山越阿弥陀如来図  １幅 昭32. 8.30 
２有形文化財〔絵 画〕 絹 本 著 色 羅 漢 図 １幅 昭41. 8.23 

３

有形文化財〔絵 画〕 
絹 本 著 色  
如 意 輪 観 音 像 

１幅 昭41. 8.23 



４

有形文化財〔絵 画〕 
絹 本 著 色  
不 動 明 王 像  

１幅 昭41. 8.23 

５

有形文化財〔絵 画〕 
絹 本 著 色  
文 珠 菩 薩 像  

１幅 昭41. 8.23 

６有形文化財〔絵 画〕 絹 本 著 色 涅 槃 図 １幅 昭41. 8.23 

７

有形文化財〔絵 画〕 
絹 本 著 色  
千 手 観 音 像  

１幅 昭41. 8.23 

８有形文化財〔絵 画〕 絹 本 著 色 十 王 図 10幅 昭46.10.12 

９ 
有形文化財〔絵 画〕 

絹 本 著 色 
培 芝 正 恱 像 

１幅 平18. 1.20 

10 
有形文化財〔彫 刻〕 

善 光 寺 式  
阿 弥 陀 三 尊 立 像 

３躯 昭57.11.30 

11 
有形文化財 〔工芸品〕 朱 神 輿 １基 平10. 1.16 

12 
有形文化財〔書 跡〕   

小 山 家 文 書 
３巻 
５通 昭45. 7. 3 

13 有形文化財〔考古資料〕 石     棺 １個 昭32. 8.27 
14 民俗文化財〔選 択〕 間 々 田 の 蛇 祭 り 昭39.11. 10 

15 記 念 物〔史 跡〕 千 駄 塚 古 墳  １基 昭28. 11.10 

16 記 念 物〔史 跡〕 愛 宕 塚 古 墳 １基 昭32. 6.30 

17 記 念 物〔史 跡〕 毘 沙 門 山 古 墳 １基 昭32. 6.30 

18 有形文化財〔建造物〕 高 椅 神 社 楼 門 １棟 平 7. 8.22 

  

市指定文化財 

番号 指定号 種   別 名      称 員数 指定年月日 

１ 60 有形文化財〔建造物〕 中 里 神 社 本 殿 １棟 昭55. 5. 1 

２ 78 有形文化財〔建造物〕 大 川 島 神 社 本 殿 １棟 平 2. 4.26 

３ 86 有形文化財〔建造物〕 間中稲荷神社本殿  １棟 平 5.12. 1 

４ 87 有形文化財〔建造物〕 篠塚稲荷神社本殿  １棟 平 5.12. 1 

５ 88 有形文化財〔建造物〕  
日 向 野 家 住 宅 

１棟 平 6. 5.20 

６ 91 有形文化財〔建造物〕  

東 箭 神 社 本 殿 
１棟 平 7.2.28 

７ 103 有形文化財〔建造物〕  

須 賀 神 社 鳥 居 
１基 平12.12.20 

８ １04 有形文化財〔建造物〕 大 川 島 神 社 鳥 居 １基 平12.12.20 

９ 105 有形文化財〔建造物〕 
乙 女 八 幡 宮 鳥 居 １基 平12.12.20 

10 
109 有形文化財〔建造物〕 摩 利 支 天 社 本 殿  １棟 平19.12.28 



11 110 有形文化財〔建造物〕 
岸 家 住 宅 

３棟 平19.12.28 

12 ６ 有形文化財〔絵 画〕 
観 音 像 

１幅 昭39.10.20 

13 19 有形文化財〔彫 刻〕  

聖 観 世 音 坐 像 
１躯 昭40.12.21 

14 39 有形文化財〔彫 刻〕  

大 日 如 来 坐 像 
１躯 昭46．10.5 

15 69 有形文化財〔彫 刻〕 阿 弥 陀 如 来 坐 像 １躯 昭59. 4. 2 

16 11 有形文化財〔彫 刻〕 銅造勢至菩薩立像 １躯 平19.12.28 

17 15 有形文化財〔工芸品〕 梵 鐘 １口 昭40. 4.27 

18 21 有形文化財〔工芸品〕 月 宮 鑑 １面 昭40.12.21 

19 23 有形文化財〔工芸品〕 牛 頭 天 皇 額 １面 昭40.12.21 

20 40 有形文化財〔工芸品〕     鉦 １口 昭46.11. 9 

21 ３ 有形文化財〔古文書〕 安 房 神 社 文 書 10通 昭39. 5.14 

22 17 有形文化財〔古文書〕 山 中 家 文 書  26点 昭40. 8.30 

23 22 有形文化財〔古文書〕 徳 川 家 康 寄 進 状 １通 昭40.12.21 

24 25 有形文化財〔古文書〕 小 山 高 朝 書 状 １通 昭41. 3.18 

25 32 有形文化財〔古文書〕 藤 原 秀 勝 書 状 １点 昭43. 1.9 

26 41 有形文化財〔古文書〕 小 山 砂 子  １点 昭47. 10.2 

27 45 有形文化財〔古文書〕 稲 葉 家 文 書 42点 昭49. 3.15 

28 55 有形文化財〔古文書〕 小 山 秀 綱 書 状 ２通 昭54.10. 1 

29 106 有形文化財〔古文書〕 高 椅 神 社 文 書 21通 平14．3.28 

30 ７ 有形文化財〔考 古〕 小 山 政 光 逆 修 塔 １基 昭39.10.20 

31 ８ 有形文化財〔考 古〕 天 翁 院 蔵 板 碑 113基 昭39.10.20 

追加18.3.24 

32 ９ 有形文化財〔考 古〕 清 水 家 蔵 板 碑 15基 昭39.10.20 

33 16 有形文化財〔考 古〕 宝 篋 印 塔  １基 昭40. 4.27 

34 14 有形文化財〔考 古〕 だ 竜 鏡 １面 昭40. 4.27 

35 24 有形文化財〔考 古〕 壺 （ 灰 釉 陶 器 ）  １点 昭40.12.21 

36 26 有形文化財〔考 古〕 祇 園 城 跡 

出 土 遺 物

９点 昭41.11. 8 

37 37 有形文化財〔考 古〕 福 井 家 蔵  

縄文･古墳時代遺物 

21点 昭46.10. 5 

38 46 有形文化財〔考 古〕 佐 山 家 の 板 碑 １基 昭49. 3.19 

39 49 有形文化財〔考 古〕 鰐 口 １口 昭53. 5. 1 

40 50 有形文化財〔考 古〕 乙女不動原北浦遺跡  

出 土 遺 物  

６点 昭53. 5. 1 

41 51 有形文化財〔考 古〕 乙女不動原瓦窯跡 

出 土 遺 物  

21点 昭53. 5. 1 

42 52 有形文化財〔考 古〕 桑 ５ ７ 号 墳  

出 土 遺 物  

35点 昭53. 5. 1 

43 53 有形文化財〔考 古〕 北 上 野 １ 号 墳 

出 土 形 象 埴 輪 

２点 昭53. 5. 1 



44 54 有形文化財〔考 古〕 大 谷 南 小 学 校 蔵 

古墳時代中期の甕 

３点 昭53. 5. 1 

45 90 有形文化財〔考 古〕 四 神 四 獣 鏡  １面 平 6．11．1 

46 107 有形文化財〔考 古〕 飯塚31号墳出土 

  人 物 埴 輪 

６点 平15． 7．1 

47 89 有形文化財〔歴 史〕 五楽院派(雲谷派) 

水墨画関連資料 

６点 平 6. 5.20 

48 92 有形文化財〔歴 史〕 興 法 寺 の 半 鐘  １口 平 7. 2.28 

49 93 有形文化財〔歴 史〕 寒 川 の 半 鐘 １口 平 7. 2.28 

50 94 有形文化財〔歴 史〕 東 野 田 の 半 鐘 １口 平 7. 2.28 

51 98 有形文化財〔歴 史〕 下 生 井 の 道 標 １基 平10. 2. 3 

52 99 有形文化財〔歴 史〕 鉢 形 の 道 標 １基 平10. 2. 3 

53 102 有形文化財〔歴 史〕 大 谷 村 道 路 元 標 １基 平11. 2.26 

54 95 無形文化財〔工 芸〕 下 野 し ぼ り  平 8. 6.28 

55 12 民俗文化財〔有 形〕 祐天上人自刻 

百万遍の数珠 

２点 昭40. 4.27 

56 13 民俗文化財〔有 形〕 十 王 図 10幅 昭40. 4.27 

57 71 民俗文化財〔有 形〕 喚        鐘 １口 昭59. 4. 2 

58 79 民俗文化財〔有 形〕 心 図 絵 馬 １点 平 3.12. 3 

59 80 民俗文化財〔有 形〕 朝鮮使節来朝図絵馬 １点 平 3.12. 3 

60 81 民俗文化財〔有 形〕 鯉図絵馬・酒屋図 

絵馬・養蚕図絵馬 

３点 平 3.12. 3 

61 82 民俗文化財〔有 形〕 祭 礼 図 絵 馬 1点 平 3.12. 3 

62 83 民俗文化財〔有 形〕 東北線工事図絵馬 1点 平 4. 5. 1 

63 ４ 民俗文化財〔無 形〕 南 飯 田 神 田 囃 子  昭39. 5.14 

64 11 民俗文化財〔無 形〕 篠 塚 初 午 祭  昭40. 4.27 

65 18 民俗文化財〔無 形〕 白鳥八幡宮古式祭礼  昭40. 8.30 

66 31 民俗文化財〔無 形〕 田間血方神社神楽  

 

昭42. 4.20 

67 34 民俗文化財〔無 形〕 鏡 の 祭 り 囃 子  

 

昭43. 5. 7 

68 44 民俗文化財〔無 形〕 花 桶 か つ ぎ  昭48. 3.11 

69 67 民俗文化財〔無 形〕 高 椅 神 社 の 神 楽  昭59. 3. 1 

70 68 民俗文化財〔無 形〕 篠塚稲荷神社の神楽  昭59．3．1 

71 73 民俗文化財〔無 形〕 安房神社の太々神楽  昭63. 2.10 

72 84 民俗文化財〔無 形〕 アワガラ神輿の習俗  平 5. 2. 1 

73 101 民俗文化財〔無 形〕 中河原の廻り地蔵  平10. 2.27 

74 108 民俗文化財〔無 形〕 ナムジゾウの習俗  平16.12.21 

75 2 記  念  物〔史 跡〕 小 山 評 定 跡  昭39. 5.14 

76 10 記  念  物〔史 跡〕 篠塚稲荷神社塚古墳 １基 昭40. 4.27 

77 35 記  念  物〔史 跡〕 飯 塚 一 里 塚 ２基 昭43. 9. 3 

78 56 記  念  物〔史 跡〕 外 城 ２ 号 墳 １基 昭54.10. 1 

79 61 記  念  物〔史 跡〕 横 倉 戸 館 古 墳 群 ６基 昭58. 2. 1 

80 62 記  念  物〔史 跡〕 小山ゴルフクラブ内 

古 墳 群 

５基 昭58. 2. 1 



81 63 記  念  物〔史 跡〕 日光街道西一里塚 ２基 昭58. 2. 1 

82 64 記  念  物〔史 跡〕 東 島 田 １ ０ 号 墳 １基 昭58. 2. 1 

83 65 記  念  物〔史 跡〕 寒 沢 古 墳 １基 昭58. 2. 1 

84 66 記  念  物〔史 跡〕 中 妻 古 墳 １基 昭58. 2. 1 

85 77 記  念  物〔史 跡〕 飯 塚 ３ ５ 号 墳 １基 昭63.11.28 

86 100 記  念  物〔史 跡〕 宮 内 ５ 号 墳 １基 平10. 2. 3 

87 112 記  念  物〔史 跡〕 神 鳥 谷 曲 輪 跡  平19.12.28 

88 20 記 念 物〔天然記念物〕 公 孫 樹 １本 昭40.12.21 

89 33 記 念 物〔天然記念物〕 小宅八幡宮のカヤ １本 昭43. 1. 9 

90 42 記 念 物〔天然記念物〕 ナ ウ マ ン 象 

第 ３ 臼 歯 化 石 

１点 昭47.10. 2 

91 43 記 念 物〔天然記念物〕 愛宕神社のケヤキ １本 昭47.12.18 

92 45 記 念 物〔天然記念物〕 安房神社のモミ群落  昭51. 8. 1 

 93 57 記 念 物〔天然記念物〕 間々田八幡宮のコナラ ３本 昭55. 5. 1 

94 58 記 念 物〔天然記念物〕 間々田八幡宮のスギ １本 昭55．5．1 

95 59 記 念 物〔天然記念物〕 田 中 家 の ツ ゲ １本 昭55. 5. 1 

96 72 記 念 物〔天然記念物〕 天翁院のコウヤマキ １本 昭60. 5. 1 

97 74 記 念 物〔天然記念物〕 福 地 家 の ケ ヤ キ ４本 昭63.11.28 

98 
75 記 念 物〔天然記念物〕 鷲神社参道のスギﾞ並木と

境 内 の シ ラ カ シ

２ 本 

 

 

昭63.11.28 

99 76 記 念 物〔天然記念物〕 国府神社のケヤキ １本 昭63.11.28 

100 85 記 念 物〔天然記念物〕 日枝神社のケヤキ ３本 平 5. 5. 1 

101 96 記 念 物〔天然記念物〕 円 満 寺 の ケ ヤ キ １本 平 8.12.25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


